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　Compounds 　pos£ essing 　sedative 　activity
，　isolated肋 m 　valerian 　roots

，
　have　failed　to 鯉 ly　account

for　the　sedative 　activity 　exhibited 　by　the 　roots 　per　se。　Recently　iridoids　na 皿 ed 　valepotriates 　were

isolated　as 　ana 】gesic　and 　sedat 三ve 　principles　fro皿 Indian　valerian 　roots ．

　In　the　present 　paper，　 a　correlation 　between　the　contents 　of 　the　valepotriates 　and 　the　pharma ・
cological 　activity 　of 　various 　valeria 旦 rootS 　was 　examined ，　 Nepalese　alld 　Ghinese　valerian 　roots

contamlng 　 an 　 appreciable 　quantity　 of 　valepotriates 　 showed 　no 　sedative 　activity ，　 while 　 Japanese
valerian 　root 　containing 　less　valepotriates 　inhibited　stress −induced　ulcer 　fbrmation　 and 　prolonged
hexobarbital −induced　sleep 　in　 mice ．

　An 　extract 　of
‘‘Hokkai −kisso，，，　i．e．　roots 　of 　a 　Japanesc　valerian ，　was 　fractionated　and 　the　effect

of 　each 　of 　the　fractions　on 　the　enhance 肌 ent 　of 　hexobarbital　anesthesis 　was 　tested．　 Kessyl　glycol
diacetate，　kessyl　glycol　8−acetate 　and 　kessyl　glycol　 2・acetate 　 were 　obtained 　as　active 　pr五nciples
theref｝om ．　The 　enhancement 　of 　hexobarbital　anesthesis 　by　kessyl　glycol　diacetate　is　 assumed

ヒobe 　due　to　its　inhibitory　effect 　on 　the　central 　nervous 　system ．　However
，
　kessyl　glycol　diacetate

exh 量bited　no 　inhibitory　action 　on 　the　stress ・induced　ulcer 　production．

　吉草根は オ ミナエシ 科 カ ノ コ ソ ウ 属 （Vateriana）植物の 根茎 お よ び 根か ら得 られ る生薬で，鎮静，鎮痙薬 とし て 用

い られ る．そ の 有効成分を明らか に し よ うとす る努力 は 古くか らな され て きて お り，現在 まで に ボ ル ネ オ
ー

ル の エ X

テ ル
， イ ソ吉草酸の ＝ ス テル

， ア ル カ ・ イ ド （chatinine ・
vale 「ianine），セ ス キ テ ル ペ ノ イ ド （vale 「enic　acid ｝な どに

鎮静ある い は鎮痙作用 が あ る と報告 されて い るが
3・o ，い ずれ も生薬 の 薬効 を 代表す る有効成分 とは 考えられ て い な

い ．

　最近 イ ン ド産 の ワ レ リア ナ 根 （V・wallichi の 地下部）に 大量 に 含まれ ， 強い 鎮痛，鎮静作用 を持つ とい う valepo −

triate と総称 され る一
群 の イ リ ドイ ドが 単離され，こ の valepotriate は い ろ い ろ な Valerianaお よび Kenthranthus属

植物 に 広 く分布して い る こ とが 明らか とな っ て い る
5・6）．こ こ で もし valep ・ triate が吉草根類 の 薬効を 代表す る 有効

成分 で あ る とす る と，日本産吉草根中 の イ リ ドイ ド含量 お よ びそ の 安定性，イ リ ドイ ドを大 量 に 含む ヒ マ ラ ヤ 産 ワ レ

リ ア ナ 根 と 日 本産吉草根 の 薬効 の 比較な どが 問題 とな る．今 回 わ れわ れ は 吉草根の 研究 の
一部と して 以上 の 問題 を検

1）東洋薬物の 有効性 に 関す る研究 （第 18報）．セ ス キ テ ル ペ ノ イ ドの 研究（第56報）．

　 前報： S．Funayama 　and 　H ．　Hikino，　Chent．　Pharm．　BuU ．（Tokyo ），27，2B65 （1979）．
2）　Location： Aobaニアama

，
　Sendai．

3）藤 田路
一一・

s

“

生薬学
”

，南山堂， 東京，1959，P．129，
4） G ，BUchi

，　T ．L．　Poppcr 　and 　D ．　Stauffacher， ノ．　Amer．　Chem．　Soc．， 82
， 2962（1960），

5） P．W ．　Thies，　 Tetrtthedron，24，313（1966）．
6＞Of・K ．−W ．　von 　Eicksted，　S．　Rahman ，　Arzneindttet　Fersσlzun8，19

，
316（且969）．
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TABLE 　I．　Valepotriate　Contents　ln　Valeria【】s

Collection C ・ ntent （％）
Sample

Location YearValtrate 　 　 Acevahrate

1）ctermined 　 in　 1971

Sugandh 乱　bal

Hokkai 　 kisso

Kesso

Determilled　in　 1972

　 Sugandha 　bal

Hokkai 　kisso

Kesso

Determined 　 in　 I973

　 Hokkai 　kiSso

　 KessO

NepalHokkaido

SendaiHokkaido

Sendai

Nepal

Hokkaido

SendaiHokkaido

Sendai

SendaiSendai

19711971197119711971

19721971197219711972197219711972

19731973

1，50

．00680

．120

，0630

．057

1．90

、480

．0940

．0200
．220

．110

．Ol80

．］2

0．0530

．066

O、17

0．300

．13

討した．

　ま ず ネ パ ー
ル 産 ワ レ リ ア ナ 根 （Sugandha 　bal，7．　 watlichi の 地 下部）お よ び 凵本産 の 北海 ，雪草根な らび に 纈草根に

つ い て イ リ ドイ ドの 含量を測定 した，方法 として は 生薬の ジ ク 卩 ル メ タ ン エ キ ス の
一

定量 を シ リ カ デ ル 薄層 上 で 展開

し，valtrate と acevaltrate の 部分をそれぞれ 抽出 し，256　n ・n に お け る吸光度 を 測定 し て 定量を 行 な っ た （TABLE 　I）．

こ の 結果か ら明らか な よ うに ネ パ ール 産 の ワ レ リア ナ 根 で は 含量が 正％ 以 Eあ る の に 反 し，日 本産の 吉草恨で は 種，

採取 した 場所，年 に よ り変動 は あ るが ， 含 量 は ほ ぼ 0．05〜0．2％ の 間に あ り，北海 吉草根 と纈草根 の 間 に は 特に 差 は

認 め られ な か っ た ．1971年 に 採取 し， 1年間放置 した もの で は イ リ ドイ ド含量 は数分の 一に 減少 して お り， 生薬中で

もこれ ら の イ リ ドイ ドは か な．り不安定 で あ る こ とが確認 され た．

　以 上 の 結果 を総合す る と，もし こ れらの イ リ ドイ ドが 占草根の 鎮静作用 の 本体とすれ ば ， 日本産吉根草 の 効力は ネ

パ ール 産 ワ レ リ ア ナ 根 の そ れ の 数分 の 一か ら数 i分 の
一

し か な い こ とに な り，また 吉草根は な るべ く新鮮なもの を用

い なけれ ば な らな い とい うこ とに な っ て，従来 の 通念を訂 正 しな けれ ば な らな い こ とに な る．そ こ で こ れ を確 か め る

た め に 以下 の 実験 を 行な っ た．

　用 い た 生薬 は ネ パ ール 産 ワ レ リア ナ 根，北海吉草根，纈草根 で ， 実験時 の イ リ ドイ ド含量 は ネ パ ール 産と 日本産 の

間に 約 70〜85 倍の 差が あ っ た （TABLE 　II）．まず腸管を 用 い マ グ ヌ ス 法 で 抗 ヒ ス タ ミ ン 様作用，抗 ア セ チ ル コ リン 様

作用 ，抗 塩化 バ リ ウ ム 様作 用 を検討 した が ，そ れ らの 作 用 は い ずれも弱 く，特に 生薬 間 に 大差 は認 め られなか っ た ．

また マ ウ ス を用 い て 抗ス トレ ス 潰瘍f乍用 （生薬換算 2g ！kg 経 口 投与）を 検討 した が，い ずれ の 生薬に も明らか な作

用 は 認め られず，ネ パ ー
ル 産 の ワ レ リア ナ 根 は ス トレ ス 潰瘍をむ しろ増悪 させ る傾向を 示 した （TABLE 　

IIL 　さ らに

マ ウ ス に 生薬換算 2g ！kg 経 口投与 し て 回 転 カ ゴ に よ る運 動性 な らび に 投与後の 挙動を 観察 し た とこ ろ ， い ずれ の 試

料に も鎮静作用 は認め られなか っ た．以上 の 実験 で は い ずれ の 生薬に も少量 の 投与量 で ば 明 らか な 鎮静，鎮痙作用 が

認 め られ ず，イ リ ドイ ド含量に 大差 の あ る ネパ ー
ル 産 ワ レ リ ア ナ 根 と 日本産吉草根 の 間 の 薬 理 効果 の 差 を 認め る こ と

が で ぎな か っ た．そ こ で 以 下投与量を 増 し て 実験を続 け た ．用 い た 生 薬 は ネ パ ー
ル 産，中 国 産お よ び 日本産 で 両 者 の

間 に は イ リ ドイ ド含量に や は り大差 が 認め られ た （TABLE 　III），まず回転 カ ゴ に よ る 運 動 性 の 検 定 で は 投 与量 を

1091kg に 増 して もや は り どの 生薬 に も顕著な 鎮静作用 は 認め られ なか っ た．また 圧刺激法に よ る鎮痛作用 の 検定 で

は，1091kg の 投与量で いずれ の生薬に も鎮痛作用 は 観察され な か っ た ．つ ぎに マ ウス で の 抗 ス ト レ ス 潰瘍作用 の 試

験 で は 109／kg 投与す る と，ネ パ ール 産，中国産 は や は り潰瘍を む しろ 増悪 させ る傾向を 示 し た が，日本産は 明らか

に 潰瘍抑制作用を示 し た，また 各 生薬 の ヘ キ ソ バ ル ビ タ ール 睡眠延長作用に つ い て 検討した と こ ろ ， 北海吉草根の み

（20 ）
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TABLE 　IL　Pha 皿 acological 　Actions　of 　Valerians （1）

Valtratescontent

　（％）

Contraction　of　ileum（％）
b）

Samp ］e
　Hist（10

−7）
10−4　　　　 10−3

　ACh （10
“

）
10−4　　　　 10−3

　 　 　 　 　 　 　 　 　 Stress

1諏
・12（1・1犠 癰 影ll〜

Nepalese　valeriall

Hokkai 　 kisso

KessoNepalese

　 valeriana ）

Hekkai 　 kissoa）

Kessoa）

1．9　 　　 　　14，5

0．027　　　− 　7，2

0．022　　　　
−

　8，5

　 　 　 　 　 　 5．0

　 　 　 　 　 30．5

　 　 　 　 　 28．1

90．5113

．070

．457

．2130

．1148

，1

11，06

．324

．39
．417

．946

．3

79．5　　　− 　2，3　　　　81，4

61．9　　　−　4，3　　　　　62．1

84．9　　　　　15．1　　　　　77．2

88．4　　
− 11，7〜6．0　　 82．5

93．4　　　　　12．8　　　　　67，9

128．5　　　　　34，5　　　　104．4

133％

皺

7114384114

a 》 50％e 　Ethano ］ extract

b） Inhibition
c ）
　Control：　100％

TABLE　III，　 Phar皿 acologica ］Actions　 of 　Valerians （2）

Samplea ）

Valtratescontent

　（A° ）

　 MQtQr 　 　　　 Pressure　　　　 Stress　　　 Sleep．　time
　 activity 　　　　　　　pam 　　　　　　　　　ulcer 　　　　　by　hexobarb ・
（po　lo91kg）b）　　　（po　lo91kg）b）　　　（po　lo9！kg）b）　　　（po　39！kg）b）

ControlNepalese

　valerian

Chinese　 valerian

Hokkai 　kisso

Kesso

1，71

．40

．0450

．046

100± 13131

± 986

± 1382

± 5123

± 16

IOO± 17102

± 22117

± 18107

± 9100

± 15

100± 11111

± 14126

± 1846

± 13＊

27±10＊＊

100± 792

± 7123

± 9178

± 13＊＊

99 ± 14

a ） Methanol 　 extract ．
b） Mean ±SE （n

− 5），
＊

　Significantly　different　from　the　control ，　Pく 0・05・
＊＊ Significantly　different　fbm 　 the 　contro ］

，　Pく0．　Ol．

が対照 と比較 して 約 1．B 倍の 睡眠延長効果 を 示 し，他 の 吉草根 で は著しい 効果は 認 め られなか っ た．以上 の 結果を総

合する と， イ リ ドイ ド含量 の 高 い ネ パ ール 産の ワ レ リア ナ 根 で は 明らか な 作用 が な く， か え っ て イ リ ドイ ド含量 の 低

い 日本産の 二 種 の 吉草根 に 明らか な抗 ス ト レ ス 潰瘍作用があり， さらに 北海吉草根 に は 明 らか な ヘ キ ソ パ ル ビ タ ール

睡眠延長作用 が 認め られ る とい う結果が得 られた こ とに な る，した が っ て 以上の 実験結果 か ら考察す る限 りに お い て

は ， 吉草根 の 生理活性 とイ リ ドイ ド含 量 の 間 に は 直接 の 関連性 は な い と結 論 せ ざる を え な い ．

　そ こ で ヘキ ソ バ ル ビ タ
ー

ル 睡 眠 延 長 作用 を 示 した 北海 吉草根 の 有 効 成 分 の 分 画 を 行 な っ た ．生薬 を 水蒸気蒸留す る

と活 性 は 残渣に 残 り，こ れ を 水 とエ
ー

テ ル で分配す る と活性は エ
ー

テ ル 画分に 移 っ た．つ ぎに エ ーテ ル 画分を水 と石

油 ベ ン ジ ソ で分配す る と活性 は石油 ベ ソ ジ ン 画分に 認め られ た．そ こ で 石油 ベ ソ ジ ン 画 分 に つ い て シ リカ ゲ ル ク ロ マ

トグ ラ フ ィ
ー

に よ る分画 を 行 な い ，ke］syl　glycol　diacetate よ り極 性 の 低 い 画分 （画分 1），　 kessyl　glycol　diacetate

画分（画分
’II），　 kessyl　glycol　diacetateよ り極 性 の 高 い 画分 （画分 III）に 分け，活性を 測定 した とこ ろ画分 II，　III

に 睡 眠 延長作用が 観察 され た ．Kessy］glyc・l　diacetate（1）に 睡 眠延長作用 の あ る こ とは すで に 知 られ て い る
7，．そ こ

で 画分 III に 存在す る活性 成 分 を 明 らか に す べ く，画分 III を さ らに シ リカ ゲ ル ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ーに 付 し，二 種

の 物質を得 ， そ れ らの ス ペ ク トル データ か ら kessyl　glycol　8−acetate （II）お よび kessyl　glycol　2−acetate （m ） と推

定 し，同定 した． こ の 両物質 の 活 性 を 測定 し た と こ ろ い ずれに も明 らか な睡眠 延 長効果が 認め られた （TABLE 　IV）．

　最近 kessyl　glycol か ら誘 導 され た kessyl　glycol　8−acetate お よ び kessyl　glycol　2−acetate ぴこ ヘキ ソ パ ル ビ タ ー

ル 睡眠延長作用が あ る こ とは 報 告 され て い る
6｝．そ こ で こ れ ら二 種 の kessyl　 glyco］ monoacetate と

’
kessyl　 glycol

diacetateの 間の 薬物間相互 作用 に 興味が 持…た れ た の で ， こ れら三 成分を等量ずつ 混合 して投与した と こ ろ ， 三 成分

7）高村圭一
， 柿本守夫，川 口 万里子，岩崎康男，薬誌，93，599 （1973），

8）高村圭
一

， 川 口万 里 子，名畑博之，薬誌，95，1198（1975）；；．高村圭
一

， 名畑博之 ， 川 口 万里子， 薬誌 ，

・95
，

　 1205（1975 ）．
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TABLE 　IV ，　Ef毎c 亡 of 　Kessyl　Glycol　Acetates　on 　Sleeplng　Time 　Induced

　　　　　 by　Hexobarbital　in　 Mice

Subsしance 　 Dose

（mgtkg 　P．o．）

ConしrolKessyl

　g】ycol　 diacetate　（1）

KeSSyl　glyCOI　8−aCetate 　（II）

Kessyl　glycol　2−acetate 　（III）

1十 II十 III

100150100100100

No ．　 ofmice

　 5

　 5

　 5

　 5

　 5

　 5

Prolongation”〕

　 100± 12

　 118± 15

　 145± 10＊

　 140±18

　 157±21＊

　 172± 32

a＞ Mean 十 SE ．
＊ Significant！y　different　from　the　 contr 〔｝1，　p＜0．05．

TABLE 　 V ． Effect　 of 　Kessyl　Glycol　 Diacetate　 on 　Serum　Enzyme 　Activity　 in　 Mice

Substance 　 　Dose　　 　 No ，　 Qf

（mgtkg 　P．o．）　　 皿 ユce
GOTa ） GPTa ， AIPa） LDHe ）

ControlKessyl

　 glycol　 diacetate 150

4ム

4邑

100± 16．9b）

　　 100± 17．4c）

　　　100± 24．8d》　　 iOO±23，7e》

117 ±　9．5 　　　 109± 24，6　　　　85 ± 　6．6　　　 119±23．9

a ） Mean 十 SE ．
b ） 78 ± 艮31U μ．
c ， 27 ± 51U μ．
d〕 H6 ± 291U μ，
e ｝ ll70± 2651U μ．

TABLE 　VI ．　 Effect　 of 　Kessyl　 Glycol　Diacetate　 on 　Stress　 Ulcer　in　 Mice

Substance
　 　 Dose 　 　 　 No ．　 of
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Stress　ulcera ｝

（mg ／kg　P ，o．）　 mice

ControlKessyl

　glycol　 diacetate 300500

0501
　

　
　
1

100± 14113
± 3874

± 23

a ） Mean ±SE．

の 活性 に は 相加作用が認め られ た （TABLE 　Iv ）．つ ぎに こ の 睡眠延長作用が 肝障害に よ る ヘ キ ソ パ ル ビ タ ール 分解系

の 抑制 に よ っ てお こ る可能性 も考 え られ た の で ，kessyl　glyc。l　diacetate の 肝臓 に 対す る影響 を血 清中の 酵素活性を

用 い て 検 討 した と こ ろ，kessyl　glycol　diacetateは 肝臓に 障害を 起 さ な い もの と考 え ら れ た （TABLE 　V ）．こ の こ とか

らこ れ らの 睡眠延長 作用 は 中枢 性 の もの で あ る可能性が考 え られ る．

　最後 に 日本産吉草根 で 認 め られ た 抗 ス トレ ス 潰瘍作用が kessyl　gjyc 。l　diacetateに よ る も の か ど うか を 検討 し た と

こ ろ ，
kessyl　gJycol　diacetate　tlこ は 300　mg ！kg，500　mg ！kg の 投与量で は 抗 ス ト レ ス 潰瘍f乍用 は 認め られ ず （TABLE

VI ），その 含量 を考え合せ る と，吉草根 の 抗 ス ト レ ス 潰瘍作用 は kessyl　 9】ycol　 diacetate以外の 成分に よ る もの と考

え られた ．

実　験 　の 　部

　融点は 未補 正．NMR ス ペ ク トル は 60　MHz で 測定 した ．化学 シ フ トは 内部基準 の TMS か らの PPm 値 で 表わ

し，結合定数（」）は Hz で 表 わ した．

　Valtrate の 定量

　生薬を細断 し，
CH2C12 で 1 日冷浸，こ れを 3 回 くり返す．溶媒 を 留去後エ キ ス ー定量 を （】H2G 】2 溶液 と し て 20 ×

10cm の シ リ カ ゲ ル 薄層 プ レ ート上 に つ け，石油 ベ ソ ジ ソ ーメ チ ル エ チ ル ケ トン （4 ； 1）で 2 回 展開す る．強 く UV

を 吸 収す る 2 つ の 部分 をそ れ ぞれ エ
ー

テ ル で 抽出 し，MeOH に 溶か して
一定容の 溶液 と した後，

256　nm に お け る 吸

（22 ）
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光度 を 測定し， 別 に 作成 した 検量線か ら valtrate お よ び acevaltrate の 含量 を求め た．

　生物試験用検液 の 作成

　各種吉草根 の 抽出物お よび画分，kessyl　glycol の acetate 類 は 3％ ア ラ ビ ア ゴ ム を含む 水 に 懸濁させ た ．濃度は

in　vivo の 実験で は マ ウス 体重 10g 当た り O・lml の 投与量に な る よ うに 調整 した．対照動物 に は 3％ ア ラ ビ ア ゴ ム

溶液 を体重 10g 当た り 0．　lml 投与 した．

　ウズ ラ摘出腸管の 収縮の測定

　松岡ら
9》

の 方法に 準じ雄性 日本ウ ズ ラ （約 100g ）を放血致死 させ ， 結腸末端部か ら約 5mm の 位置か ら盲腸部ま

で の 約 35   蛹 出 した鵬 を Tyrode 液 で 瀞 後，約 20　mm を 励 馳 ，37°

の Tyrode 灘 満 した 容量 50

ml の マ グ ヌ ス 管中に 懸垂 し，通気 しなが ら約 10分間放置 し た．腸管の 収縮お よび 弛緩は ヘ ーベ ル を介して 11倍に

拡大 し ， キ モ グ ラ フ ィ オ γ 煤紙上 に記録した ．腸管は ヒ ス タ ミン
， ア セ チ ル コ リソ

，
BaC ］2 を用い て 予め 収縮 させ た

後，検液を添加 し て そ の 反応を測定す るか ，腸管に 検液の み を添加 し て そ の 反応を測定した．

　 マ ウス で の抗 ス トレ ス潰瘍効果 の 測定

　Yano らの 方法
10）

に準じ ddy 系雄性 マ ウス （18〜20　g）を 1群 4 匹 と し， こ れ を 8 時間絶食後， 各試料液 を経 口

投与 し，30分後に レ ス トレ イγ ケ ージ に 入れ，25 °

の 恒温水槽に剣状突起ま で水浸させ た．18時間後 こ の マ ウ ス を頸

部脱 臼 に よ り殺 し，直ちに 胃を摘出 し，こ れ に 10％ ホ ル マ リソ （L5ml ）を 注入 して 10分間固定した 後，大弯 に 沿

っ て 切開 し胃壁を水洗 した後， 胃壁 の 出血 して 損傷 され た度合を 0，5，1，2，3 の 潰瘍指数 で 評点 し，そ れ らを合計

した．結果 は対照 に お け る潰瘍指数 の 合計を 100 とした場合 の 相対潰瘍指数を算出した．

　 マ ウ ス の 自発運 動 量 の測 定

　高木らの 方法m に な らい dd 系雄性 マ ウ ス （20〜23　g）を 30分間マ ウス 運動量計内に 入 れ て 装置に なら した後，

30分間に 500 回前後カ ゴ を回転 させ た もの を選択 し， 且群 5 匹 と した．各試料液 の 経 口投与篌150 分間，30分 ご．とに

回転数を記録 し，対照 の そ れ と比較した．なお実験は室温 2S〜25°

の 暗室中で実施 した．

　 マ ウス の ヘ キソバル ビ タ
ー

ル睡眠に対する効果 の測定

　dd 系雄 性 マ ウ ス （20〜23　g）を 1群 5 匹 と し，各試料液 の 経 口 投与30分後に ヘ キ ソ ・ ミル ビ タ ール （80　mgtlO 　mllkg ）

を腹腔内投与 した．室温 23〜25°で ， 正向反射消失と回復を指標と して ， 睡眠時間を 測定し ， 薄照 の それ と比較 した．

　 マ ウ ス で の 鎮痛効果の 測定

　高木 らの 方法
IM

に 準 じ，　 dd 系雄性 マ ウ ス （20〜23　g）を 実験前lc正常閾値を 2 回測定 し，閾値 が 40〜80　mmHg

内に 入 る マ ウ ス の み を選択 し， 1群 5 匹とした．各試料液の 経 口 投与90分後まで 15分間隔 で 仮性疼痛反応の 閾値を 測

定 し，正 常閾値 を 100 と した 場 合 の 相対反応閾値 を 算出 し た．

　 マ ウ ス の 血清中の 酵素活性の測定

　dd 系雄性 マ ウ ス （20〜23　g）を 1群 4 匹 とし，試料液を経 口 投与 1時間後に 採血 し，血清を分離後，血清中 の グ ル

タ ミ ン 酸 ・オ ギ ザ ロ 酢酸 トラ ン ス ア ミ ナ ーゼ （GOT ）お よび グ ル タ ミ ン 酸 ・ピ ル ビ ン 酸 トラ ン ス ア ミ ナ
ー

ゼ （GPT ）

活性を Reitman ・Frankel法で ， ア ル カ リホ ス フ ァ ターゼ （AIP ）活性を Kind −King 法で ， 乳酸脱水素酵素 （LDH ）

活性を Babson −Phillips法 で 測定 した ．

　北海吉草根エ キス の 分画

　北海吉草根 （885　9）を MeOH （41） で 3 回温浸 し，　 MeOH エ キ ス （1859）を得た． こ れ を 水と エ
ー

テ ル で 分配

し，
エ
ー

テ ル 可 溶部 （5匚g） を 得た． こ の エ ー
テ ル 可 溶部 を水 と石 油 ベ ン ジ ン で 分配 し， 石 油ベ ン ジ ン 画 分 （38g ）

を得た，こ の 石油ベ ソ ジ ン 画 分 （369）を シ リカ ゲ ル カ ラ ム ク 卩 マ トグ ラ フ ィ
ー

に 付し ，
ベ ソ ゼ ン で 溶 出 す る 画 分

（画分 1，22．39），
ベ ン ゼ ソ ーAcOEt （9 ： 1）で 溶出す る画分 （画分 II

，
5，59 ），

　 AcOEt ，　 MeOH で 溶出す る画 分

（画分 III，3．2g ）を得 た．

　画分 II か らは 結晶が析出 した の で 石油 ベ ン ジ ン か ら再結晶を くりか え して Kessyl　glycol　diacetate（1）の 無色 プ

リズ ム 晶 （3．29）を得た．皿 pl13 〜114°

，　 IR レ 識 cM
”1

： 1730，　 NMR （C （】14）δ： 0．85（3　H ，　d，ノ＝6），
1．11（3H ，

s），1、25（3H ，
s），1．32（3H ，

s），2，00（6H ，s），4．　88（IH ，
t
， ノ＝4），5．16（！H ，t， 」・＝8）．本品 は 標品 と混融 して も

融点降下せ ず ，
IR

，
　 NMR ス ペ ク トル も

一
致 し た．

9）松岡敏郎，津久井誠，永島節子，村 田 行夫，武 田研究所報，38，187（1979）、
10）S．Yano 　and 　M ．　Harada ，　Jpn．」．　Pharmacot．， 23，57（1973），

11） 高木博司，伴　隆志，高島秀行，高島俊行，日薬理 ，
56

，
1421（1960）．

12）高木敬次郎，亀山　勉，矢野剋 二 ， 薬誌，
78，553（1958），
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　画分 III（2．2g ）を シ リカ ゲ ル ク 卩 マ トグ ラフ ィ
ーに くりか え し て 付し， ベ ン ゼ ソ ーAcOEt （9 ： 1）溶出画分 （38

mg ）を得 た ．こ の 画分を石油 ベ ン ジ ン か ら再 結晶を 行 な い 1（essソl　glycol　8−acetate の 無色 プ リズ ム 品 （II＞（16皿 g ）

を得た ． 皿 p68 〜69．5°，　 IR レ 誰p π
1
： 3500，2950，1730，　 NMR （CCI4）δ： 0．80（3　H ，　d，．f＝6），

1．22（3　H ，　s ），

1．30（6H ，s）， 1．98（3H ，
s ），40D （1H ，

t
， ノ＝4＞，5」3（lH ，

t
， J ＝8）．本品は 標品 と混融 して 融点降下 せ ず，　 IR，

NMR ス ペ ク トル も
一

致 した．続 い て 溶 出す る 画 分 か ら 析 出 した 結 晶 を 石 油 ベ ン ジ ソ か ら 再結晶 し て kessyl　glycol

2−acetate の 無色羽状晶 （III）（8　mg ）を得た．　 mp 　49 〜50，5
°

，
　 IR レ 岳監 crn

−1
： 3400

，
1709

，
　 NMR （GCI4）δ； 0，86

（3H ，
d

， ノ＝6）， 1、08（3H ，s），1．15（3H ，s），　 L30 （3H ，s），2．00（3H ，s），4、29（lH ，
t
， ノ＝8），490 （1H ，

t
， ノ＝4）．

本品は標品 と混 融 し て 融点降下 せ ず，IR ，　 NMR ス ペ ク トル も
一

致 した ．
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